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経営者インタビュー
■「成長企業パラカ株式会社の社内コミュニケーション」
」

　創業して 15 年になりますが、弊

社でも「人材」についてはかなり

苦労しています。

未上場の時は、優秀な人材の応

募もあまり多くはありませんでし

たし、その中で人材をどのように
育てるかということが重要と考え

ています。

■まじめな夕食会

弊社では、社員と『まじめな夕

食会』という食事会を開催してい

ます。

無礼講の夕食会ではなく、課ご

とに少人数の社員と食事をしなが

ら話をし、フェイス・トゥ・フェ

イスで私の考えを浸透させるため

の食事会です。

いつも話すテーマを決めて開催

しており、最近では、「答えが正し

いかということよりも、問いが正
しいかどうかを考えること」とい

うテーマで話をしました。

例えば、「アメリカ大陸は誰が発

見した？」という問いがあります。

その問い自体おかしいんじゃない

かと考えるということです。どう

いうことかというと、「コロンブス

を発見したのはだれか？」こちら

の問いのほうが正しいのではない

か、なぜなら先住民はコロンブス

よりも先にそこにいたからです。

若い社員は学校でAならばBと習っ

てきたので一方向の視点になりや

すい。しかし、社会人になったら

違うんだ、と相手の視点からも見

ることを色んな例を上げて話しま

した。

■「具体の共有」の重要性

社内で共有のイントラを使って

報告するときも「“不動産会社の人”

がこう言っていました」と報告す

るのではなくて、“固有の不動産会

社の固有の人”の名前を明確に書

いてください。具体名がないとダ

メだということを口うるさく言っ

ています。というのも、その情報

を見て、その人を知っているとい

う人間が社内にいるかもしれませ

んよね。そもそも具体性がないと

情報共有の意味が無い。具体が先

（理屈は後）にあって、はじめてつ

ながりがわかり、それが商売につ

ながるのです。

　今回は、コイン駐車場の運営及び管理業で全国展開しているパラカ株式会社の内藤社長にインタビューさせてい

ただきました。パラカ株式会社では、独自のビジネスモデルを確立し、業界の中でも高い営業利益率を達成されて

います。本経営者インタビューでは、内藤社長に「人材教育」についてお話を伺いました。
※「経営セミナー.com」では、競合他社にはない独自の強みやお客様から評価されている点などを公開しております。

詳細は、P５-６にご案内しておりますので、ご覧ください。

■教育プログラム等の人材教育を
含め、どういった視点で社員と接
しているのかお聞かせください。

松本　寿吉郎
ヒューマンネットワーク株式会社
経営企画室顧問　
中小企業診断士

インタビュアー

後発企業でありながら、お客様からの高い評価を受けている要因に、厳

しさの中にも社員とのあたたかいコミュニケーションを大切にされてい

ることが、結果として高い売上の伸び率、利益率を達成されていると考

えられます。インタビューに際し、ご多用中にもかかわらず快くご対応

いただき、深く感謝申し上げます。

■編集後記
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経常利益売上

業績推移
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戻っていくと思っているんじゃ

ないでしょうか。

私は「細胞と細胞で会話する」
と言っているんですけれど、社

員がちょっといま落ち込んでい

るかなとか、元気がいいな、な

どを、社員たちの顔を直接見て

接することで感じるようにして

います。

■求める人材は
　「仕事が出来る人材」

学生向けのセミナーをしている

と、学生から「どういう人材を求め

ていますか」という質問が必ず出ま

す。学生が期待している答えは「こ

んな性格の人」ということのようで

すが、これに対して私は「仕事がで

きる人材」を望んでいますと答えて

います。

仕事が出来る人材とは、ひとつに

「結果を出せる人材」。ふたつに「プ

ロセスもいい人材」。みっつに「そ

のノウハウを会社の中に残せる人

材」です。

3 番目の「ノウハウの組織への蓄

積」が役員の資質でしょう。加えて

「企業文化の醸成と伝承」が社長の

役割なので、先ほどの『まじめな夕

食会』や日々の『具体の共有』とな

るわけです。

■「細胞と細胞で会話する」

　社員と日々接する中で、教育と

いうわけではないのですが、いつ

も社長室の扉を開けて、誰でも入っ

ておけるようにしています。また、

暇があれば、社員がいるフロアに

出ていきますね。

　多分社員は、いつも社長はフロ

ア内をうろうろしていて、人の顔

を見ては元気かとか言って、冗談

言ってまた戻っていき、しばらく

するとまたやってきて冗談言って、

上 ：社員と会話をする内藤社長

左 ：名古屋市の駐車場

経営者インタビュー

設立：1997 年

従業員数：

 67 名 (2011年 09月 30日現在 )  

本社所在地：

 〒106-0041　

 東京都港区麻布台 1-11-9

ＣＲ神谷町ビル 9F

事業内容：

時間貸駐車場（コインパーキング）の    

運営及び管理業務

広島大学卒業後、野村証券、ゴールドマン・サックス証券を経て、1997

年 8 月パラカ株式会社設立。2004 年 12 月東証マザーズに上場。駐車場・

不動産・ファイナンスの 3つを融合させた独自の展開をする。

パラカ株式会社　東証マザーズ：4809

代表取締役　　内藤　亨　様
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